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話題の本棚
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話題の本棚

「
一
＝
一
二
六
」一
〇
〇
年
の
結
晶
、新
時
代
の
名
作
児
童
文
学
全
集

　

ま
さ
に
「
文
学
館
」
な
一
冊
な
の
で
す
。
い
や
、
も
は
や
一
冊
と
い
う
べ
き

で
は
な
い
の
か
も
。
な
に
せ
、
こ
の
「
一
冊
」
は
「
一
プ
ラ
ス
一
二
五
冊
」
と

同
義
だ
か
ら
。

　

つ
ま
り
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
。
①
本
屋
さ
ん
に
行
き
ま
す
（
ネ
ッ
ト

書
店
で
も
よ
し
）。
②
『
小
学
館
世
界
Ｊ
文
学
館
』（
リ
ア
ル
本
）
を
一
冊
購
入

し
ま
す
。
③
本
に
付
い
て
い
る
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
を
用
い
て
一
二
五
冊
の
電

子
書
籍
が
読
め
ま
す
。「
一
＝
一
二
六
」
の
タ
ネ
明
か
し
は
以
上
で
す
。

　

次
に
、「
Ｊ
文
学
館
」
の
「
Ｊ
」
と
は
？　
「
児
童
、
ジ
ュ
ニ
ア
、
次
世
代
」

を
意
味
す
る
そ
う
。
そ
う
、
こ
の
本
で
は
、
世
界
中
の
児
童
文
学
の
名
作
た
ち

が
楽
し
め
る
の
で
す
。『
小
学
館
世
界
Ｊ
文
学
館
』
と
は
、
創
立
以
来
子
ど
も

と
と
も
に
あ
る
本
作
り
を
手
が
け
て
き
た
小
学
館
が
、
創
立
一
〇
〇
周
年
の
機

に
作
り
上
げ
た
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
結
晶
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
の
指

針
と
も
な
る
作
品
で
も
あ
る
ん
で
す
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
『
小
学
館
世
界
Ｊ
文
学
館
』（
リ
ア
ル
本
）
を
開
い
て
み

ま
し
ょ
う
。
い
や
、
そ
の
前
に
ち
ょ
っ
と
お
時
間
を
。
こ
の
本
、
と
っ
て
も
素

敵
な
見
た
目
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
ど
ど
ー
ん
と
大
き
な
、
図
鑑
の
よ
う
で
、

本
屋
さ
ん
で
も
圧
倒
的
存
在
感
。
手
に
感
じ
る
重
み
に
反
比
例
し
て
、
心
は
本

の
中
で
待
っ
て
い
る
物
語
と
の
出
会
い
に
わ
く
わ
く
、
浮
遊
し
て
い
き
ま
す
。

福
田
利
之
さ
ん
の
装
画
に
も
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
空
飛
ぶ
本
に
乗
る
ア
ラ
ジ
ン
、

本
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
ア
リ
ス
と
白
ウ
サ
ギ
と
ト
ラ
ン
プ
兵
、
本
に
ぶ
ら
下
が

り
遊
ぶ
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
と
そ
の
下
で
の
ほ
ほ
ん
と
座
る
プ
ー
さ
ん
。
た
く
さ
ん

の
児
童
文
学
の
登
場
人
物
た
ち
が
、
福
田
さ
ん
の
味
わ
い
深
い
絵
の
姿
を
得
て
、

思
い
思
い
に
動
い
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
物
語
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
今
度
こ

そ
本
の
扉
を
め
く
り
ま
し
ょ
う
。
リ
ア
ル
本
は
、『
ア
ー
サ
ー
王
物
語
』
か
ら

始
ま
る
一
二
五
の
物
語
が
そ
れ
ぞ
れ
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
、

図
鑑
の
よ
う
な
本
で
す
。
実
は
『
小
学
館
世
界
Ｊ
文
学
館
』
で
は
、
収
録
作
品

の
多
く
が
、
酒
井
駒
子
さ
ん
を
始
め
と
す
る
第
一
線
で
活
躍
す
る
画
家
た
ち
に

よ
り
新
た
な
カ
バ
ー
や
挿
絵
を
描
き
下
ろ
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
魅
力

的
な
絵
と
と
も
に
物
語
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
作
者
や
物
語
の
豆
知

識
ま
で
教
え
て
く
れ
る
こ
の
本
は
、
も
う
こ
れ
だ
け
で
「
ご
ち
そ
う
」
で
す
。

　

で
も
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
こ
れ
か
ら
。
リ
ア
ル
本
か
ら
拡
が
る
電
子
書
籍

の
世
界
。
時
代
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
場
所
は
欧
米
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ

と
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
日
本
初
上
陸
の
作
品
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
し
か
も
、

ほ
と
ん
ど
が
新
訳
。
丹
精
込
め
て
創
ら
れ
た
一
プ
ラ
ス
一
二
五
冊
な
の
で
す
。

　

さ
あ
、
名
残
惜
し
い
で
す
が
そ
ろ
そ
ろ
お
し
ま
い
。
こ
れ
は
大
人
に
な
っ
て

も
、
い
つ
も
い
つ
ま
で
も
少
年
少
女
に
戻
る
こ
と
の
で
き
る
魔
法
の
本
。
わ
く

わ
く
の
詰
ま
っ
た
最
高
の
冒
険
へ
一
緒
に
繰
り
出
し
ま
し
ょ
う
！

そ
れ
で
は

締
め
の
お
言
葉
を
。

　
「
わ
れ
と
思
わ
ん
も
の
は
、
こ
の
都
に
来
て
、
円
卓
の
一
員
と
な
る
が
よ

い
。」�

（�

黄
丹 

）

�

（
二
六
八
頁　

税
込
五
五
〇
〇
円　

11
月
刊
）

小
学
館
世
界
Ｊ
文
学
館

浅
田
次
郎
・
角
野
栄
子
・ 

金
原
瑞
人
・
さ
く
ま
ゆ
み
こ
・

沼
野
充
義
編

小
学
館
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話題の本棚

中
国
本
土
で
発
禁
の
衝
撃
作
、つ
い
に
日
本
語
訳
が
登
場
!!

　

―
―
忘
れ
ら
れ
た
あ
の
歴
史
と
、
死
ん
で
い
っ
た
、

　

ま
た
は
生
け
る
幾
千
万
の
知
識
人
た
ち
に
捧
ぐ
。

◆
◆
◆

　

学
問
に
携
わ
る
者
な
ら
ば
身
が
引
き
締
ま
る
献
辞
か
ら
始
ま
る
本
書
は
、
中

国
本
土
で
は
発
禁
と
な
っ
た
た
め
台
湾
で
刊
行
さ
れ
た
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
作
品
だ
。

翻
訳
さ
れ
る
や
否
や
、
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
賞
を
受
賞
し
た
。
本
書
を
記
し
た

の
は
、
作
品
の
多
く
が
中
国
で
は
発
禁
の
閻
連
科
（
イ
エ
ン
・
リ
エ
ン
コ
ー
）

だ
。
彼
は
一
九
五
八
年
、
中
国
河
南
省
嵩
県
で
生
ま
れ
た
。
高
校
中
退
後
、
中

国
人
民
解
放
軍
に
入
隊
し
て
職
業
作
家
と
な
る
が
、
二
〇
〇
四
年
に
発
表
し
た

『
愉
楽
』（
原
題
：『
受
活
』）
が
批
判
を
受
け
た
た
め
除
隊
さ
れ
た
。

　
『
四
書
』
の
名
の
通
り
、
本
書
は
四
つ
の
書
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
お
上
」

の
命
を
受
け
て
第
九
十
九
更
生
区
を
監
督
す
る
「
こ
ど
も
」
が
知
識
人
を
再
教

育
す
る
様
子
を
神
の
視
点
か
ら
描
く
『
天
の
子
』。『
天
の
子
』
で
更
生
区
の
罪

人
と
し
て
登
場
す
る
「
作
家
」
が
、
お
上
の
命
で
ほ
か
の
罪
人
た
ち
の
行
動
を

逐
一
記
録
す
る
『
罪
人
録
』。
作
家
が
『
罪
人
録
』
を
書
く
た
め
に
渡
さ
れ
た

原
稿
用
紙
を
く
す
ね
て
、
更
生
区
で
の
暮
ら
し
を
私
的
に
記
す
『
旧
河
道
』。

最
後
は
、
作
家
と
同
じ
更
生
区
の
罪
人
だ
っ
た
「
学
者
」
が
書
き
残
し
た
哲
学

エ
ッ
セ
イ
を
、
大
飢
饉
の
生
存
者
が
紹
介
す
る
『
新
シ
ー
シ
ュ
ポ
ス
の
神
話
』。

あ
ら
す
じ
を
読
む
と
一
見
た
だ
の
連
作
の
よ
う
だ
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
本
書
は
発
禁
理
由
で
あ
る
中
国
最
大
の
タ
ブ
ー
―
―
毛
沢
東
に
よ

る
大
躍
進
政
策
の
無
謀
な
農
業
政
策
や
製
鋼
運
動
、
大
飢
饉
と
い
っ
た
史
実
を

描
き
、
批
判
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

大
躍
進
政
策
や
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
多
数
の
死
者
を
出
し
た
こ
と
よ
り
、

中
国
建
国
の
功
績
が
勝
る
と
さ
れ
、
毛
は
「
人
民
の
領
袖
」
と
し
て
中
国
で
未

だ
に
根
強
い
人
気
が
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
は
内
な
る
真
実
を
描
く
「
神
実
主

義
」
を
掲
げ
て
真
実
の
捏
造
に
抵
抗
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
風
潮
に
は
迎
合
し

な
い
。
内
な
る
真
実
と
は
、
人
の
魂
や
意
識
の
真
実
、
事
の
発
生
源
だ
と
著
者

は
述
べ
る
。
こ
れ
を
暴
く
た
め
に
現
在
の
現
実
認
識
を
超
越
す
る
神
話
手
法
を

著
者
は
用
い
る
。
作
中
で
イ
エ
ス
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教

の
四
大
福
音
書
な
ど
を
神
話
手
法
の
一
環
と
し
て
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

◆
◆
◆

　

ち
な
み
に
、
中
華
圏
で
四
書
と
い
え
ば
『
論
語
』『
大
学
』『
中
庸
』『
孟
子
』

の
四
書
を
指
す
。『
論
語
』
で
孔
子
は
知
識
だ
け
を
持
つ
知
識
人
（
小
人
）
で

は
な
く
、
知
識
と
徳
性
を
兼
ね
備
え
た
教
養
人
（
君
主
）
で
あ
れ
と
説
く
。
こ

れ
を
踏
ま
え
て
献
辞
を
再
読
し
て
ほ
し
い
。
原
文
を
確
認
し
て
い
な
い
た
め
断

言
は
で
き
な
い
が
、
複
数
の
意
味
を
孕
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

鎮
魂
と
訓
戒
、
皮
肉
…
…
あ
る
い
は
そ
の
ほ
か
の
意
味
を
。

　

残
酷
な
描
写
が
多
く
、
正
直
読
ん
で
い
て
心
地
よ
い
作
品
で
は
な
い
。
血
の

気
が
引
い
て
指
先
に
力
が
入
ら
ず
、
頁
を
繰
れ
な
い
時
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
危

険
を
承
知
で
捧
げ
ら
れ
た
こ
の
物
語
を
捨
て
置
く
な
ど
誰
が
で
き
よ
う
。
真
の

知
識
人
に
な
り
た
い
の
な
ら
、
本
書
を
避
け
て
は
通
れ
ま
い
。�

（�

前
髪 

）

�

（
三
五
二
頁　

税
込
三
六
三
〇
円　

1
月
刊
）

四
書

閻
連
科
著

桑
島
道
夫
訳

岩
波
書
店
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　ふと現実から逃げたくな
って本を開いたはずなのに、
文学の世界は、どうしよう
もなく今ここにある現実だ
った。目を背けてきた細部
までもが、ありありと描か
れていた。文字をなぞるだ
けで、絞めつけられるように苦しかった。で
も、ページをめくる手はとまらなかった。
　宇佐見りん（1999 －）。デビュー作『かか』
で文藝賞と三島由紀夫賞を受賞し、2 作目と
なる本作『推し、燃ゆ』で芥川賞を受賞。文
学界にその名を轟かせる彼女を抜きにして、
今、若手作家を語ることはできない。
　本作の主人公あかりは、アイドルグループ

「まざま座」のメンバー上野真
ま

幸
さき

を推すこと
を「背骨」にして生きる女子高生だ。勉強も、
アルバイトも、家族との関係もうまくいかな
いあかりは、推しを推すことに人生のすべて
を捧げていた。推しの言動すべてを記録し、
解釈することで、推しの見る世界を見ようと
していた。だがある日、推しはファンを殴っ
て炎上する。人気が急落してもあかりは推し
続け、やがてあかりの生活は崩れていく。
　宇佐見りんがその圧倒的な筆力で描くのは、
現代を生きる若者の痛みだ。平凡に聞こえる
かもしれない。しかしその痛みは、まさしく
同時代を生きる私たちのものなのだ。居場所
のない家庭、身体への違和感、慣れない居酒
屋バイトのあわただしさ、SNS への没入。渦
巻くあかりの感情が畳みかけるような短文で
さらけ出され、その精緻すぎる表現は、言葉
にできないままになっていた読者自身の痛み
をも呼び起こしてしまう。
　本作は短く、すぐに読めてしまう。ひとま
ず手に取って、その表現力の凄まじさを体感
してほしい。� （�たいやき ）
� （128 頁　税込 1540 円）

推し、燃ゆ
宇佐見りん著
河出書房新社

　

図
書
館
に
並
ぶ
本
の
作
者
は
、
大
体
死
ん
で
い
る
。
か
つ
て
の
新
作
は
名
作
に

な
り
、
歴
史
を
振
り
返
る
よ
う
に
し
て
私
た
ち
は
本
を
読
む
。
古
典
と
は
時
を
跨

ぐ
旅
で
あ
り
、
流
れ
る
時
代
の
違
い
を
、
私
た
ち
は
読
書
を
通
し
て
味
わ
う
。

　

し
か
し
、
同
時
代
を
生
き
て
い
る
作
家
は
別
だ
。
一
人
の
作
家
と
同
じ
時
を
生

き
る
こ
と
、
そ
れ
は
当
た
り
前
の
よ
う
で
い
て
、
と
て
も
奇
跡
的
な
こ
と
な
の
だ
。

こ
の
時
代
の
苦
し
み
を
、
そ
し
て
そ
の
苦
悩
か
ら
出
し
た
新
作
を
、
時
代
の
空
気

と
と
も
に
味
わ
え
る
。「
あ
の
人
と
同
じ
時
代
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
」。
新
作
を

待
つ
こ
の
興
奮
は
、
あ
の
人
が
く
れ
た
も
の
だ
か
ら
。�

（�

き
も
の 

）

特集

若手作家
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　今回は「若手作家」特集
だが、ここで少々変わり種
を紹介しよう。本書『これ
はちゃうか』は、お笑いコ
ンビ・Ａマッソの加納愛子
による初の小説集である。
　近年はメディアで見かけ
ることも増えた彼女だが、実は「ＷＥＢちく
ま」上でエッセイを連載しており、2020 年
には初のエッセイ集『イルカも泳ぐわい。』
を上梓するなど、文筆家としての顔も持ち合
わせている。
　彼女の魅力は、何と言っても類い稀なるワ
ードセンスと奔放な発想力だ。常人であれば

「1 → 2 → 3…」と考えるところを、彼女は
「Ⅲ→八→λ…」と、ずいずい進んでいく。
注意して手綱を掴んでいないと振り落とされ
てしまいそうな文章のスリル感が、不思議と
心地いい。この言語感覚の鋭さと裏腹に、彼
女の文章は、不愛想でいてほのかな温もりに
満ちている。そしてこれは、彼女が「お笑い
芸人」であることと決して無関係ではない。
　「お笑い芸人なんてくだらない」とバカに
する人もいるかもしれない。しかし、くだら
なさを突き詰めることは、生きることの過酷
さや虚しさを見つめた末にしか為しえない営
みでもあるだろう。笑いとは、決して具体的
な解決策にはならないとしても、人間が人間
らしく生きる上で必要不可欠な要素だ。人間
はいつの時代だって喜劇を求めてきた。
　彼女の全脳細胞は、何よりもまず「おもろ
さ」のために、そして目の前にいる人間を笑
わせるためにフル稼働している。悲しさに寄
り添った上でそれでもなお笑いを選択した A
マッソ加納の文章。溢れ出る才能を持った彼
女の頭のなかを覗いてみたくなった方は、ネ
タ含め、ぜひ本書もご賞味あれ。�（�浅煎り ）
� （192 頁　税込 1540 円）

　自分では見過ごしてしま
う心の溝に光を当てるのが
小説の役割だとしたら、村
田沙耶香は若手作家として、
誰よりも鋭く、この世の隠
れた溝と対峙している。
　『ハコブネ』には、人に
は理解されにくい悩みを抱える人々が、会員
制自習室を介して出会い、生き方を模索して
いく様が描かれる。男性とのセックスが辛く、
自分に当てはまる「性」が分からない里帆。
女であることに固執し、病的に日焼けを気に
する椿。自分が人間ではなく星の欠片である
と感じている知佳子。衝突しながらも生き方
を模索していく中で、三人の心が剥き出しに
なってゆき、読んでいてヒリヒリする。「セ
ックスが辛いのだって、あなたがちゃんと、
女をやっていないからじゃない？」「性別っ
てもっと、柔らかいものなんじゃないの？」

「知佳子さんには、わかんないですよ。」
　自分が世間の当たり前の外にいると感じた
時、うまく合わせるフリをしてしまうことは
ないか。村田沙耶香の小説は、そんな心の蓋
を容赦なく引っ剥がす。現代社会と調和でき
ない誰かの葛藤を痛烈に描き、その苦悩の核
心に迫っていく。読み手が苦しくなるほどに。
もうそれ以上抉らないで。そう願っても、物
語は彼女らの傷の更に奥深くまで迫ってゆく。
　目を背けたくなったとしても、あるいはつ
いて行けないと音を上げたくなったとしても、
最後まで喰らい付いて読んでほしい。――自
分が適合する「正解」を求めて彷徨う心細さ
も、あえて自分を枠に押し込める意固地な気
持ちも、世界のルールから自分だけが外れて
いるような疎外感も、いつかあなたが目を背
けたまま忘れていた、小さなささくれかもし
れない。� （�茫漠 ）
� （208 頁　税込 528 円）

これはちゃうか
加納愛子著
河出書房新社

ハコブネ
村田沙耶香著
集英社文庫
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　「早逝の天才・伊藤計劃
に代わる日本の SF 作家は
いないのか」。最初に小川
哲の本を手に取ったのは、
そんなやや不純な動機から
だった。小川のデビュー作

『ユートロニカのこちら側』
で描かれた監視リゾートは、伊藤の『ハーモ
ニー』の世界を思わせ、評者の期待に十分応
えるものであった。しかし本作『嘘と正典』
を読めば、改めて認めざるを得ない――「ポ
スト伊藤計劃」ではなく、「小川哲」という
作家のファンであると。
　6 編の短編からなる本作を貫くテーマは、

「歴史」と「時間」である。表題作の「嘘と
正典」は、CIA 工作員が共産主義の成立を阻
止するために、若き日のエンゲルスを裁判で
有罪にしようと画策する SF エンタメ。「時
の扉」は同じく歴史改変モノだが、こちらは
時間の概念そのものを揺さぶる語りと、ぞわ
りとした読後感が魅力だ。そして読後感と言
えば、何といっても巻頭話の「魔術師」。こ
のタイムトラベルは果たして SF か人の狂気
か。作品全体によって読者を魔術にかけるよ
うな構成に、二度三度と読み返した。そのほ
か今は亡き父親の痕跡を辿る「ひとすじの
光」「ムジカ・ムンダーナ」、失われた流行に
囚われた男を描く「最後の不良」も、積み重
ねられた時間と歴史によって自分という存在
があることを感じられる良作だ。
　マジシャンがやってはいけないことをまと
めた「サーンストンの三原則」やケプラーが
惑星軌道を音楽として捉えていた話など、各
話には話の背骨となる理論があり、それが山
椒のようにピリリと効いている。理論と構成
で唸らせる小説が好きな読者には垂涎の作品、
そして作家が誕生した。� （�りっち～ ）
� （283 頁　税込 1760 円）

　『あなたへの挑戦状』。「な
るほど、いざ尋常に受けて
立とう！」、勢い込んであ
なたはこの本を開く。と、
そこには謎の袋綴じ（本編
を読み終えるまで開封厳
禁）が！　今時珍しいこの
仕掛けが、この本の素敵ポイント 1 つめ。そ
して 2 つめは、この本が今をときめく若手ミ
ステリー作家、阿津川辰海と斜線堂有紀の共
作であり競作であること！　「たった一行で
人の心に突き刺さるその文章。熱く、黒く燃
え滾る情念を抉り取るその筆力」「鮮やかな
筆致を、緻密なロジックを、仕掛けられるカ
タルシスを愛している」。序文に記された、
お互いを語る言葉だ。まるで熱々カップルの
ラブレター、されどこの序文を読んだ者は、
もう引き返せない。技巧の阿津川氏、心理描
写の斜線堂氏、ある意味正反対とも思われる
若き彗星たちは、お互いに惹かれ合う。「け
れど、こんなものは 100 年後には観測されな
くなっている。客観性が更新されなくなった
関係は、過去のものになり忘れ去られていく。
　これは論拠である。100 年後、あるいはそ
れより先の時代に、私達が互いを敬愛してい
たことを示す根拠である。私達は書くことに
よってしか遺すことの出来ない小説家だ。だ
から私は、競作を受けた。」
　圧倒的熱量で創られた、奇跡のような一冊。
リアルタイムで読める私達はきっと幸福者だ。
ちなみにこの本の素敵ポイント 3 つめはもち
ろん本文である 2 篇の小説、各々の持ち味が
遺憾なく発揮されている。4 つめは執筆日記。
20 頁近くあり小ネタ満載。そして 5 つめは
本文外の伏線回収。「まさか」からの胸アツ。

「あなた」にこの兎に角盛り沢山な本の結末
を、行く先を観測してほしいのだ。�（�黄丹 ）
� （288 頁　税込 1760 円）

嘘と正典
小川哲著
早川書房

あなたへの挑戦状
阿津川辰海・斜線堂有紀著

講談社
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　私が作家になりたいと思
ったのは、中学生の頃。本
を読んでいたら、いつか本
を書く人になりたいと思っ
たのだ。自分にとってそれ
は大それた夢で、仲のいい
友人にこっそり伝えた。
　……若手作家。同世代の作家で文章が好き
な人は誰かと聞かれたら文月悠光の名をあげ
る。彼女の書く詩は、言葉にできなかった戸
惑いや躊躇いが表れている。読んでいると心
がキリキリと音をたてる。あの時私は人を傷
つけていたんだな、あの時私は傷ついていた
んだな。彼女の繊細な描写に触れて、閉ざし
ていた心の機微に敏感になっていく。
　中でも好きなのは「続きを書いて」という
詩だ。かつて「一緒に作家になろうよ」と約
束した友人・ハル。あの頃作家になるきっか
けをくれたハルに一〇年ぶりに彼女が会うと、
昔の面影はなかった。「これはこれで幸せだ
よ」。その言葉に彼女は崩れ落ちた。

《�それでも、あなたが読んでくれるから�
あなたが「書いて」と言ったから�
私は書いてきたんです。�
たとえ彼女の人生に、私が不在でも�
ハルが手渡してくれた、�
物語の書き出しを�
あの冬の教室を�
何度でもこの手の中によみがえらせて》

　そういえば私も一緒に夢を語り合った友人
がいた。互いに小説を送りあって、いつか本
を書けたらいいねと語り合ったあの人は今ど
うしているのだろう。この詩を読んだ時、友
人の顔と、自分の夢が顔を覗かせた。私もま
だ、まだ夢を追いかけているよ。�（�きもの ）
� （168 頁　税込 2420 円）

　貫禄は充分にあるが、こ
れでもまだ若手作家なので
ある。
　新宿歌舞伎町、言わずと
知れた夜の街。ホスト、キ
ャバクラ、最近では低年齢
の行き場のない子がたむろ
していたりもする。その片隅に彼と彼を囲む
人々はいた。
　「俳句一家　屍派」。定期的に歌舞伎町で集
まり俳句を詠む句会を開く集団として知られ
ている。その中心にいるのがここで紹介する
北大路翼だ。昼の仕事の傍ら夜は歌舞伎町で
バーテンをやりながら句会を主催するという
からなかなか活動的だ。その周りに集う俳人
も様々な経歴の持ち主だが、共通するのは社
会からのはみ出し者というところだろう。自
らの異質さを自覚しながら淡々と詠む。本書
や北大路の他の著書にはそんな俳句がみっし
りと載せられているが、そこには世間の外れ
の外れにいる彼らの見る世界が刻まれる。
　その中にある一句、「駐車場雪に土下座の
跡残る」。はっきり言って私たちは駐車場に
土下座の跡があるような所にはいないし、読
み手のようにそれが土下座の跡であることも
わからないだろう。けれど、こうして俳句と
いう表現を介して彼らの世界や彼らのものの
見方が私たちの世界と邂逅する。そこに文学、
あるいは表現といったものの面白さがあるよ
うに評者には思えるのだ。
　若手というよりはむしろ無頼派といったほ
うが俳句の内容にはあっているかもしれない
が、ともかく彼らが吐いて吐き続けた言葉の
数々を味わってほしい。
　声小さきものから消えて春の闇
　太陽にぶん殴られてあつたけえ
� （�ねこ ）
� （174 頁　税込 1528 円）

パラレルワールドのようなもの
文月悠光著

思潮社

天使の涎
北大路翼著

邑書林
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

彗
星
交
叉
点

穂
村
弘
著

筑
摩
書
房

　

表
紙
の
美
し
い
装
丁

が
読
者
の
目
を
捉
え
る
。

漆
黒
の
夜
空
を
彷
彿
と

さ
せ
る
マ
ッ
ト
な
黒
地

を
背
に
、
青
の
線
が
大
胆
に
走
る
―
―
あ
た
か
も
広

大
な
宇
宙
で
二
筋
の
彗
星
が
邂
逅
し
、
交
叉
す
る
か

の
よ
う
に
。
本
書
は
、「
偶
然
性
に
よ
る
結
果
的
ポ

エ
ム
」
の
考
察
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
現
代
短
歌
の
旗

手
・
穂
村
弘
の
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
。

　
「
正
解
の
唯
一
性
に
対
し
て
間
違
い
に
は
無
数
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
背
後
に
は

無
数
の
別
世
界
が
貼
り
つ
い
て
い
る
」
と
述
べ
る
穂

村
の
観
察
眼
は
、
日
常
生
活
の
中
の
言
葉
の
偶
然
性

―
―
間
違
い
や
思
い
が
け
な
さ
―
―
を
見
逃
さ
な
い
。

街
角
で
ふ
と
耳
に
し
た
会
話
、
お
店
の
看
板
や
広
告
、

子
ど
も
の
何
気
な
い
一
言
…
…
。
時
に
誤
解
や
間
違

い
を
含
む
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
私
た
ち
が
自
明
視
し

て
い
る
規
則
や
常
識
を
易
々
と
飛
び
越
え
て
、
既
存

の
世
界
像
に
風
穴
を
開
け
て
く
れ
る
。

　

穂
村
は
、
こ
の
よ
う
な
偶
然
性
を
帯
び
た
言
葉
に

ゴ
リ
ラ
裁
判
の
日須

藤
古
都
離
著

講
談
社

　

こ
の
物
語
は
特
別

0

0

な

ゴ
リ
ラ
、
ロ
ー
ズ
の
視

点
で
進
む
。
そ
れ
が
違

和
感
な
く
受
け
入
れ
ら

れ
る
の
は
、
ロ
ー
ズ
が
言
葉
を
理
解
し
、
人
間
と
会

話
す
る
こ
と
が
で
き
る
ゴ
リ
ラ
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

故
郷
を
離
れ
ア
メ
リ
カ
の
動
物
園
へ
と
渡
っ
た
ロ

ー
ズ
は
、
あ
る
日
夫
を
射
殺
さ
れ
る
。
彼
女
は
夫
の

理
不
尽
な
死
に
裁
判
を
起
こ
す
が
、
結
果
は
敗
訴
。

人
間
の
命
が
動
物
の
命
よ
り
優
先
さ
れ
た
の
だ
。
激

し
い
憤
り
と
失
意
の
中
に
い
た
彼
女
で
あ
っ
た
が
、

再
び
裁
判
の
機
会
を
得
る
。
伴
侶
を
亡
く
し
て
悲
し

む
ロ
ー
ズ
を
人
間
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

本
書
の
魅
力
の
う
ち
一
つ
を
挙
げ
る
と
し
た
ら
、

言
葉
の
可
能
性
と
限
界
に
真
摯
に
向
き
合
う
点
で
あ

ろ
う
。
ロ
ー
ズ
は
、
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
認
識
し
、

言
葉
を
通
し
て
文
化
を
知
り
、
言
葉
を
架
け
橋
に
他

者
と
繋
が
る
。
物
語
の
軸
と
な
る
裁
判
が
、
言
葉
を

武
器
と
し
て
互
い
に
主
張
す
る
場
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
言
葉
の
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
一
方
、
言
葉
に

よ
っ
て
定
義
付
け
を
行
う
以
上
そ
こ
か
ら
は
み
出
る

も
の
が
出
て
く
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

　

法
廷
で
人
間
と
動
物
の
違
い
が
問
わ
れ
た
と
き
、

研
究
者
の
答
え
は
「
複
雑
な
言
語
体
系
を
持
つ
か
否

か
」
で
あ
っ
た
。
で
は
、
言
葉
を
使
え
る
ロ
ー
ズ
は

人
間
か
。
言
葉
を
持
た
な
い
他
の
ゴ
リ
ラ
た
ち
は
ど

う
か
。
こ
の
と
き
ロ
ー
ズ
は
気
づ
く
。
自
分
が
言
葉

を
使
え
る
の
は
特
別
な
ゴ
リ
ラ
だ
か
ら
で
は
な
く
、

学
習
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
と
。

語
り
得
る
言
葉
を
持
つ
こ
と
は
幸
運
で
あ
る
。
だ
が
、

持
た
ざ
る
も
の
も
同
様
に
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
ロ

ー
ズ
と
と
も
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
、
そ
し
て
背
筋
が

伸
び
る
。
こ
れ
は
決
し
て
人
間
と
ゴ
リ
ラ
の
関
係
に

限
っ
た
話
で
は
な
い
か
ら
だ
。�

（�

ひ
る
ね 

）

�

（
三
三
六
頁　

税
込
一
九
二
五
円　

3
月
刊
）

よ
る
世
界
の
揺
ら
ぎ
を
優
し
く
受
け
止
め
、
む
く
む

く
と
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
る
（
こ
の
嗅
覚
と
言
語
感

覚
の
鋭
さ
に
、
私
は
い
つ
も
く
ら
っ
と
き
て
し
ま

う
）。
そ
し
て
、
眠
れ
ぬ
夜
の
ミ
ル
ク
の
よ
う
に
温

か
い
、
絶
品
の
エ
ッ
セ
イ
を
仕
立
て
上
げ
る
の
だ
。

　

刺
激
的
で
新
鮮
な
四
月
の
彩
り
が
、
ぬ
る
っ
と
し

た
手
触
り
で
退
屈
な
日
常
へ
と
薄
ら
い
で
い
く
五
月
。

そ
ん
な
時
こ
そ
、
日
常
に
潜
む
「
偶
然
」（『
綴
葉
』

と
の
出
会
い
も
含
め
！
）
か
ら
広
が
る
世
界
の
豊
か

さ
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
彗
星
の
よ
う
に
流
れ
去

っ
て
い
く
こ
の
何
と
な
い
日
常
も
、
き
っ
と
素
晴
ら

し
い
も
の
に
な
る
は
ず
だ
。�

（�

浅
煎
り 

）

�

（
二
〇
八
頁　

税
込
一
五
四
〇
円　

3
月
刊
）
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

現
代
ア
メ
リ
カ
の
最
前
線

井
口
裕
紀
子
著

人
文
書
院

　

あ
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

マ
ー
に
よ
り
緊
急
避
妊

薬
の
市
販
化
運
動
を
知

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名

サ
イ
ト
上
で
署
名
し
た
と
す
る
。
実
は
こ
れ
だ
け
で

運
動
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現

在
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
て
誰
で
も
気
軽
に
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
に
参
加
で
き
る
。
た
だ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
に
及
ぼ
す
影
響
を
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
研
究
は

ま
だ
少
な
い
。
そ
こ
で
、
本
書
は
こ
の
点
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、
参
加
型
政
治
理
論
と
イ
ン
タ
ー
セ

ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
ア
メ
リ

カ
で
活
動
す
る
三
〇
〇
グ
ル
ー
プ
を
分
析
し
た
。

　

参
加
型
政
治
と
は
個
人
と
グ
ル
ー
プ
が
相
互
作
用

し
て
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
政
治
的
行
為
の
こ
と
だ
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
は
多
様
な

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
交
差
し
て
起
こ
る
差
別
や
抑

圧
を
理
解
す
る
た
め
の
枠
組
み
だ
。
こ
の
二
つ
を
用

い
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
展
開
さ
れ
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
考
察

す
る
と
、
次
の
三
点
の
影
響
が
確
認
さ
れ
た
。
一
、

日
常
で
起
こ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
問
題
に
個
人
の

独
自
性
を
維
持
し
た
ま
ま
発
信
可
能
に
な
っ
た
点
。

二
、
各
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
尊
重
し
た
上
で

多
様
な
人
々
と
の
協
働
が
行
わ
れ
る
点
。
三
、
特
定

の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
な
い
個
人
に
よ
る
運
動
参
加

や
文
化
創
造
が
可
能
に
な
っ
た
点
。
こ
れ
ら
三
点
が

現
在
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
―
―
男
女
や
性
的
指
向
に
関

係
な
く
、
平
等
の
実
現
を
目
指
す
運
動
を
形
作
る
。

視
覚
障
害
や
貧
富
の
差
な
ど
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
づ

ら
い
人
々
を
ど
う
巻
き
込
む
か
が
今
後
の
課
題
だ
。

　

著
者
・
井
口
氏
は
述
べ
る
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
作
り
出
す
世
界
は
宇
宙
の
よ
う

だ
と
。
で
あ
れ
ば
、
本
書
は
そ
の
宇
宙
を
観
測
す
る

望
遠
鏡
だ
。
天
体
観
測
の
お
供
に
い
か
が
。（�

前
髪 

）

�

（
二
〇
二
頁　

税
込
二
二
〇
〇
円　

11
月
刊
）

　

ア
メ
リ
カ
で
は
学
生

の
自
主
性
が
尊
重
さ
れ

る
、
と
い
う
話
は
し
ば

し
ば
賞
賛
の
響
き
を
込

め
て
語
ら
れ
る
。
だ
が
そ
の
自
主
性
が
近
年
、
他
者

へ
の
攻
撃
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
た
ら
読
者
諸

氏
は
ど
う
思
う
だ
ろ
う
か
。
本
書
で
は
ア
メ
リ
カ
の

大
学
で
起
こ
っ
た
学
生
に
よ
る
実
力
行
使
の
状
況
と

そ
の
背
景
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　

有
名
な
B
L
M
運
動
や
ア
ン
テ
ィ
フ
ァ
シ
ズ
ム
的

行
動
は
時
に
暴
力
を
伴
っ
て
行
わ
れ
た
。
本
書
で
は

大
学
内
で
ど
の
よ
う
な
運
動
が
活
発
化
し
て
い
る
の

か
具
体
的
に
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
保
守
的
・
右

翼
的
人
物
の
登
壇
す
る
集
会
を
リ
ベ
ラ
ル
的
思
想
の

学
生
た
ち
が
実
力
阻
止
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
例
も

本
書
で
は
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
暴

力
行
動
に
対
し
て
被
害
者
側
が
訴
え
を
起
こ
し
て
も

大
学
側
が
沈
黙
す
る
、
あ
る
い
は
か
え
っ
て
彼
ら
の

ほ
う
に
辞
職
を
求
め
た
り
す
る
結
末
に
驚
か
さ
れ
る
。

こ
れ
は
右
派
対
左
派
の
争
い
と
は
限
ら
な
い
。
左
派

内
の
穏
健
派
が
中
道
的
な
発
言
を
し
た
の
に
対
し
て

極
左
的
な
側
か
ら
非
難
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し

て
右
派
側
が
非
難
の
応
酬
を
始
め
て
右
派
対
左
派
の

争
い
に
発
展
す
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
争
い
の
根
底
に
つ
い
て
本
書
で
は
幾

つ
か
の
要
因
が
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
特
に
興

味
深
い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
子
ど
も
に
対
す
る
過

保
護
な
子
育
て
が
流
行
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
だ
ろ

う
か
。
子
ど
も
が
危
険
に
遭
う
の
を
で
き
る
だ
け
回

避
し
よ
う
と
す
る
親
の
配
慮
が
か
え
っ
て
子
ど
も
を

「
弱
く
」
し
て
い
る
、
と
い
う
著
者
の
見
方
は
、
日

本
の
現
状
と
も
呼
応
し
て
い
そ
う
だ
。

　

ま
と
め
は
い
く
ぶ
ん
保
守
的
だ
が
、
日
本
と
し
て

も
見
習
う
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
四
五
七
頁　

税
込
三
〇
八
〇
円　

11
月
刊
）

傷
つ
き
や
す
い
ア
メ
リ
カ
の

大
学
生
た
ち

グ
レ
ッ
グ
・
ル
キ
ア
ノ
フ
、ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ハ
イ
ト
著

西
川
由
紀
子
訳　

草
思
社
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香
港
少
年
燃
ゆ

西
谷
格
著

小
学
館

　

二
〇
一
九
年
「
逃
亡

犯
条
例
」
改
正
案
反
対

運
動
に
端
を
発
し
た
香

港
デ
モ
。
同
化
を
強
め

る
中
国
に
対
し
て
、
香
港
の
自
由
と
民
主
を
守
る
た

め
「
香
港
人
」
と
し
て
市
民
が
声
を
上
げ
て
い
た
。

　

デ
モ
を
取
材
し
て
い
た
著
者
は
あ
る
日
、
最
前
線

で
暴
力
的
な
デ
モ
を
行
う
「
勇ヨ

ウ

武モ
ン

派パ
イ

」
と
し
て
全
身

を
武
装
し
た
一
五
歳
の
少
年
ハ
オ
ロ
ン
に
出
会
う
。

本
書
は
、
激
動
の
香
港
を
駆
け
抜
け
た
一
人
の
少
年

の
三
年
間
を
記
録
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
。

ハ
オ
ロ
ン
は
、
学
校
に
行
か
ず
い
つ
も
釣
り
を
し

て
時
間
を
つ
ぶ
す
非
行
少
年
だ
っ
た
。
中
国
出
身
の

母
親
と
そ
り
が
合
わ
ず
居
場
所
の
な
い
彼
に
と
っ
て
、

デ
モ
活
動
は
む
し
ろ
現
実
逃
避
で
あ
り
、
生
き
が
い

だ
っ
た
。
で
た
ら
め
で
衝
動
的
で
、
す
ぐ
音
信
不
通

に
な
る
ハ
オ
ロ
ン
に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら
も
、
著
者

は
彼
に
寄
り
添
う
。
し
か
し
二
〇
二
〇
年
、
コ
ロ
ナ

禍
で
集
会
が
禁
じ
ら
れ
、続
く
「
国
家
安
全
維
持
法
」

制
定
で
デ
モ
は
終
息
す
る
。
二
年
後
、
著
者
は
青
年

に
な
っ
た
ハ
オ
ロ
ン
を
探
し
、
再
び
香
港
を
訪
れ
る
。

　

何
気
な
く
手
に
取
っ
た
本
書
に
評
者
は
衝
撃
を
受

地
域
文
脈
デ
ザ
イ
ン

ま
ち
の
過
去
・現
在
・
未
来
を
つ
な
ぐ

思
考
と
方
法

日
本
建
築
学
会
訳
著　

鹿
島
出
版
会

　

時
代
の
変
化
と
と
も

に
、
ま
ち
の
あ
り
方
は

変
わ
る
。
そ
の
中
で
、

何
を
そ
の
地
域
の
「
価

値
」
と
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
継
承
す
る
の
か
。
そ
れ

を
考
え
る
基
軸
と
な
る
の
が
「
地
域
文
脈
論
」
だ
。

本
書
は
、
都
市
計
画
や
開
発
の
こ
れ
ま
で
の
系
譜
を

読
み
解
い
た
上
で
、
神
宮
外
苑
地
区
の
再
開
発
や
筑

波
研
究
学
園
都
市
の
解
体
な
ど
の
事
例
を
用
い
、
現

在
進
行
形
で
課
題
を
抱
え
る
地
域
に
求
め
ら
れ
る

「
地
域
文
脈
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　
「
地
域
文
脈
デ
ザ
イ
ン
」
の
捉
え
方
は
時
代
に
よ

っ
て
大
き
く
異
な
る
。
世
の
中
の
変
動
が
激
し
い
現

代
に
お
い
て
、
著
者
は
「
正
し
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の

決
定
不
可
能
性
」
を
指
摘
す
る
。「
小
さ
な
政
府
」

が
謳
わ
れ
、
空
間
利
用
が
民
間
資
本
の
競
争
に
委
ね

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
方
都
市
の
空
洞
化
や
農
村

部
の
衰
退
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
地
震

の
活
発
化
、
未
曾
有
の
感
染
症
や
金
融
危
機
な
ど
も

相
ま
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
確
固
た
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト

が
揺
ら
い
で
い
る
。
様
々
な
流
れ
に
揉
ま
れ
る
地
域

の
、
文
脈
の
読
み
解
き
が
求
め
ら
れ
る
時
代
な
の
だ
。

　

福
島
原
発
被
災
地
の
実
例
が
印
象
的
だ
っ
た
。
震

災
に
よ
っ
て
地
域
の
共
同
体
は
空
間
か
ら
引
き
剥
が

さ
れ
た
よ
う
に
見
え
た
。
と
こ
ろ
が
場
所
を
転
々
と

し
な
が
ら
避
難
生
活
を
送
る
人
々
を
観
察
す
る
と
、

避
難
社
会
は
郷
里
と
避
難
所
に
跨
っ
た
形
で
形
成
さ

れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
共
同
体
の
消
滅
で
は
な
く
、

む
し
ろ
新
し
い
生
活
の
可
能
性
が
増
え
た
と
読
み
解

く
こ
と
が
で
き
る
。
視
覚
的
な
特
質
の
み
か
ら
「
地

域
文
脈
」
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、「
生
存
の
組
み

立
て
」
と
し
て
そ
れ
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
未
来
に

向
け
て
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
域
の
在
り
方
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

（
茫
漠
）

（
二
八
六
頁　

税
込
三
〇
八
〇
円　

11
月
刊
）

け
た
。
香
港
を
取
り
扱
う
書
籍
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

の
多
く
は
、
危
険
な
デ
モ
の
最
前
線
や
、
参
加
者
の

掲
げ
る
理
想
に
注
目
し
て
い
る
。
だ
が
、
本
書
は
現

場
か
ら
一
歩
引
い
た
日
常
生
活
の
視
点
か
ら
香
港
を

眼
差
す
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
デ

モ
参
加
者
の
個
人
的
な
動
機
を
描
き
出
し
て
い
る
の

だ
。
ま
た
、
国
安
法
成
立
後
の
香
港
で
静
か
に
生
き

続
け
る
市
民
に
光
を
当
て
て
い
る
点
も
意
義
深
い
。

　

狭
い
街
で
明
る
い
未
来
を
見
出
せ
な
い
少
年
の
、

あ
り
の
ま
ま
の
生
と
成
長
を
静
か
な
筆
致
で
描
く
本

書
は
、
無
力
感
と
、
少
し
の
清
涼
感
が
余
韻
に
残
る

上
質
な
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。（
た
い
や
き
）

（
三
一
七
頁　

税
込
一
九
八
〇
円　

12
月
刊
）
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な
ぜ
子
ど
も
は
神
を
信
じ
る
の
か
？

人
間
の
宗
教
性
の
心
理
学
的
研
究

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
Ｌ
・
バ
レ
ッ
ト
著

松
島
公
望
監
訳　

矢
吹
理
恵
・
荒
川
歩
他
編
訳　

教
文
館

　

子
ど
も
の
時
に
神
様

や
お
ば
け
を
信
じ
て
い

た
人
は
多
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
子

ど
も
は
こ
う
し
た
超
自
然
的
概
念
を
信
じ
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
。
著
者
は
こ
う
答
え
る
。
子
ど
も

は
生
ま
れ
な
が
ら
に
信
仰
者
で
あ
る
か
ら
だ
、
と
。

　

本
書
は
、
前
半
で
多
く
の
実
験
を
通
じ
て
子
供
の

心
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、
子
ど
も
が
自
然
に
神

の
概
念
を
発
見
し
受
け
入
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
圏
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
ド
や
マ
ヤ
族
と

い
っ
た
幅
広
い
文
化
圏
で
の
実
験
を
紹
介
し
、
宗
教

的
に
中
立
的
な
立
場
か
ら
説
明
を
試
み
て
い
る
。
後

半
で
は
、
子
ど
も
が
自
然
に
獲
得
す
る
宗
教
と
一
般

的
な
宗
教
の
違
い
、
無
神
論
な
ど
に
も
触
れ
た
上
で
、

宗
教
教
育
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

本
書
の
後
半
で
は
著
者
の
信
仰
者
と
し
て
の
意
見

が
増
え
て
く
る
。
宗
教
は
社
会
的
つ
な
が
り
を
生
み

出
し
、
個
人
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
様
々
な
目
標
や

動
機
付
け
を
す
る
原
理
と
し
て
働
き
、
幸
福
を
生
み

出
す
手
助
け
を
し
て
く
れ
る
と
著
者
は
主
張
す
る
。

こ
う
し
た
主
張
は
宗
教
に
な
じ
み
の
薄
い
読
者
に
は

納
得
の
い
く
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
は
、

子
ど
も
、
ひ
い
て
は
人
間
は
自
然
に
宗
教
的
信
念
を

受
け
入
れ
る
準
備
が
で
き
て
い
る
と
い
う
前
半
の
主

張
か
ら
の
飛
躍
は
ど
の
程
度
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ

う
し
た
科
学
的
主
張
と
宗
教
的
主
張
の
間
で
批
判
を

重
ね
る
こ
と
が
、
読
者
自
身
の
宗
教
観
を
再
考
す
る

一
助
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

子
ど
も
の
発
達
過
程
を
学
ぶ
こ
と
は
、
人
間
の
生

得
的
な
性
質
を
学
ぶ
こ
と
で
も
あ
る
。
実
験
手
法
自

体
も
興
味
深
く
、
神
や
宗
教
に
付
随
す
る
テ
ー
マ
が

幅
広
い
た
め
、
宗
教
や
発
達
認
知
科
学
に
興
味
が
無

く
と
も
楽
し
め
る
一
冊
。�

（�

投
稿
・
筏 

）

�

（
二
四
九
頁　

税
込
二
九
七
〇
円　

1
月
刊
）

　

本
書
は
一
九
九
五
年
、

『
ヘ
ー
ゲ
ル
・
大
人
の

な
り
方
』
と
い
う
表
題

で
刊
行
さ
れ
た
本
の
文

庫
化
で
あ
る
。
本
書
で
は
「
自
由
と
普
遍
性
の
哲

学
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
が
そ
の
テ
ー

マ
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
〈
エ
ゴ
イ
ズ
ム
や

私
欲
を
前
提
と
し
た
個
人
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
公

共
心
を
持
っ
て
い
く
か
〉
と
い
う
問
い
な
の
だ
。
ヘ

ー
ゲ
ル
は
ま
さ
に
私
欲
を
肯
定
し
な
が
ら
公
共
性
に

人
間
の
欲
望
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
様
を
記
述
し
た
、

著
者
・
西
研
は
そ
う
ヘ
ー
ゲ
ル
を
読
み
解
い
て
い
く
。

　

自
己
意
識
か
ら
理
性
に
移
行
す
る
過
程
。
家
族
・

市
民
社
会
・
国
家
へ
と
制
度
へ
の
関
心
が
移
行
す
る

記
述
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
弁
証
法
と
い
う
方
法
を
下
に
、

ま
さ
に
自
己
意
識
の
成
長
を
説
く
。
三
〇
年
近
く
の

年
月
が
経
っ
て
こ
の
本
が
文
庫
化
さ
れ
た
の
は
、
当

時
の
文
脈
―
―
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
思
想
で
徹
底
的

に
批
判
さ
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
像
を
も
う
い
ち
ど
復
興
さ

せ
る
こ
と
―
―
が
い
ま
だ
有
効
だ
か
ら
だ
。
何
故
世

界
を
愛
で
は
救
え
な
い
の
か
、
何
故
個
人
が
自
由
気

ま
ま
で
は
い
ら
れ
な
い
の
か
、
若
者
が
持
つ
素
朴
な

悩
み
が
批
判
さ
れ
記
述
さ
れ
て
い
く
。

　

昔
こ
の
本
と
出
会
っ
た
時
「
大
人
の
な
り
方
」
と

い
う
言
葉
に
説
教
臭
さ
を
感
じ
た
。
そ
し
て
読
ん
で

み
て
自
分
の
思
考
や
行
動
の
幼
さ
が
ま
ざ
ま
ざ
と
記

述
さ
れ
て
い
て
背
筋
が
冷
た
く
な
っ
た
。
西
研
の
説

く
ヘ
ー
ゲ
ル
は
愛
や
私
欲
を
否
定
し
な
い
、
た
だ
そ

れ
ら
を
徹
底
し
た
先
に
、
そ
の
ま
ま
で
は
い
ら
れ
な

い
壁
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
を
描
く
。

　

今
読
ん
で
み
て
、
あ
の
頃
認
め
た
く
な
か
っ
た
こ

の
思
想
を
、
ど
こ
か
当
然
だ
と
思
っ
て
い
る
自
分
が

い
た
。
そ
れ
は
ど
こ
か
哀
し
さ
と
寂
し
さ
が
あ
っ
た
。

私
の
敵
は
い
つ
も
ヘ
ー
ゲ
ル
だ
っ
た
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
三
六
四
頁　

税
込
九
九
〇
円　

3
月
刊
）

ヘ
ー
ゲ
ル

自
由
と
普
遍
性
の
哲
学

西
研
著

河
出
文
庫
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佇
む
傍
観
者
の
哲
学

―�
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
救
済
論
に

お
け
る
無
関
心
の
研
究

鳥
越
覚
生
著　

晃
洋
書
房

　

我
々
は
「
生
き
ん
と

す
る
意
志
」
に
操
ら
れ
、

意
志
に
と
っ
て
都
合
の

良
い
よ
う
に
世
界
を
つ

く
り
、
捉
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ

ウ
ア
ー
は
こ
の
よ
う
な
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
世
界

観
の
哲
学
者
、
あ
る
い
は
数
々
の
箴
言
を
残
し
た
舌

鋒
鋭
い
文
筆
家
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
の
が
常
だ
。
そ

ん
な
刺
々
し
い
イ
メ
ー
ジ
に
反
し
、
著
者
は
彼
の
哲

学
を
「
無
関
心
」「
佇
む
」
と
い
う
静
か
な
る
キ
ー

ワ
ー
ド
で
貫
き
、「
た
だ
一
つ
の
思
想
」
全
体
を
縦

走
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

本
書
の
鍵
と
な
る
「
無
関
心
」
と
は
何
か
。
こ
れ

は
、
自
ら
の
利
害
関
心
に
基
づ
い
て
見
た
く
な
い
も

の
を
無
視
す
る
こ
と
で
は
決
し
て
な
く
、
利
害
関
心

か
ら
離
れ
、
日
頃
ど
う
で
も
よ
い
も
の
と
し
て
意
識

さ
れ
て
い
る
領
域
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
無
関
心
に
佇
み
こ
の
世
界
を
傍
観
す
る
と

い
う
こ
と
に
は
、
自
然
美
の
晴
れ
や
か
さ
を
感
じ
る

こ
と
や
、
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
現
実
社
会
を
問
い

直
す
こ
と
、
更
に
は
聖
者
が
他
者
の
苦
悩
に
同
情
し

献
身
す
る
こ
と
ま
で
も
が
含
ま
れ
る
。

ア
ー
レ
ン
ト
と
革
命
の
哲
学

『
革
命
論
』を
読
む

森
一
郎
著

み
す
ず
書
房

　
「
革
命
」
―
―
一
九

六
〇
年
代
の
血
気
盛
ん

な
若
者
な
ら
い
ざ
知
ら

ず
、
現
代
の
若
者
に
と

っ
て
こ
の
言
葉
は
、
ど
こ
か
否
定
的
な
響
き
を
持
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。「
革
命
」
に
は
「
暴
力
」

が
不
可
避
的
に
付
き
ま
と
う
。
そ
れ
ゆ
え
そ
れ
は
危

険
で
あ
る
―
―
こ
れ
が
私
た
ち
の
一
般
的
な
革
命
観

で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
は
「
革
命
」
と
「
暴
力
」
を
同

一
視
し
、
そ
れ
を
無
思
慮
に
忌
避
し
て
し
ま
う
…
…
。

　

し
か
し
、
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
政
治
哲
学
者
ハ

ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
そ
の
主
著
『
革
命
論
』
に

お
い
て
、
こ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
革
命
観
を
提

示
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ア
メ
リ
カ
革
命
を
比
較

考
察
す
る
な
か
で
、
彼
女
は
、
暴
力
に
よ
ら
な
い
革

命
の
あ
り
方
を
模
索
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
血
塗

ら
れ
た
革
命
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
し
、
そ
こ
に
積
極

的
な
意
義
を
見
よ
う
と
す
る
意
欲
的
な
試
み
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
こ
の
著
作
の
詳
細
な
テ
ク
ス
ト
読
解
に
取

り
組
ん
だ
の
が
、
本
書
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
著
者
は

『
革
命
論
』
の
訳
者
で
も
あ
る
た
め
、
そ
の
読
解
に

は
確
実
な
信
頼
が
置
け
る
。
し
か
し
こ
こ
で
強
調
し

た
い
の
は
、
本
書
は
単
な
る
解
説
書
に
は
と
ど
ま
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
本
書

の
議
論
が
、
日
本
国
憲
法
の
改
正
を
め
ぐ
る
議
論
や
、

大
学
に
お
け
る
学
生
自
治
の
あ
り
方
（
ま
さ
に
京
大

の
問
題
！
）
を
め
ぐ
る
議
論
に
ま
で
及
ぶ
か
ら
で
あ

る
。
著
者
は
、
テ
ク
ス
ト
に
折
り
た
た
ま
れ
た
襞ひ

だ

を

丁
寧
に
開
い
て
ゆ
き
、
そ
こ
に
現
代
日
本
の
諸
問
題

を
考
え
る
上
で
の
思
考
の
糧
を
見
出
そ
う
と
す
る
。

　

本
書
を
読
む
と
、
現
代
日
本
に
お
い
て
最
も
ア
ク

チ
ュ
ア
ル
な
ア
ー
レ
ン
ト
の
著
作
は
『
革
命
論
』
で

は
な
い
か
と
さ
え
思
え
て
く
る
。
テ
ク
ス
ト
の
可
能

性
を
最
大
限
に
ま
で
引
き
出
し
た
一
冊
。�

（�

ぱ
や 

）

�

（
三
二
〇
頁　

税
込
四
四
〇
〇
円　

12
月
刊
）

　

著
者
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
お
け
る
「
無
関

心
」
を
真
・
善
・
美
の
三
つ
の
領
域
に
分
け
て
考
察

し
、
彼
の
思
想
を
再
構
成
す
る
。
そ
う
し
て
語
り
直

さ
れ
る
彼
の
救
済
論
は
、
世
界
の
残
酷
さ
と
己
の
罪

深
さ
を
見
た
者
が
陰
徳
の
中
で
安
ら
ぐ
静
か
な
境
地

だ
。
理
性
認
識
に
よ
る
自
己
決
定
権
奪
還
の
物
語
、

と
も
読
ま
れ
う
る
彼
の
救
済
論
に
、「
無
関
心
」
の

観
点
か
ら
こ
の
よ
う
な
読
み
方
が
提
示
さ
れ
る
の
は

興
味
深
い
。
ま
た
、
し
ば
し
ば
言
行
不
一
致
と
さ
れ

る
彼
の
生
涯
が
「
佇
む
傍
観
者
」
と
し
て
擁
護
さ
れ

て
い
る
点
も
、
読
者
に
新
鮮
な
視
点
を
も
た
ら
す
だ

ろ
う
。�

（�

投
稿
・
朝
露 

）

�

（
二
七
〇
頁　

税
込
四
九
五
〇
円　

12
月
刊
）
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西
洋
書
物
史
へ
の
扉髙

宮
利
行
著

岩
波
新
書

友
情
を
哲
学
す
る

～
七
人
の
哲
学
者
た
ち
の
友
情
観

戸
谷
洋
志
著　

光
文
社
新
書

不
倫

―
実
証
分
析
が
示
す
全
貌

五
十
嵐
彰
・
迫
田
さ
や
か
著　

中
公
新
書

　

私
た
ち
は
自
律
的
で
あ
る
こ
と
を
望
む
一
方
で
、

し
ば
し
ば
友
人
関
係
に
囚
わ
れ
、
他
者
に
依
存
し
て

し
ま
う
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
友
人
を
捨
て

一
人
で
生
き
る
こ
と
は
難
し
い
。
理
想
的
な
友
情
と

は
い
か
な
る
も
の
か
。
筆
者
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、

カ
ン
ト
、
ニ
ー
チ
ェ
を
は
じ
め
と
す
る
七
人
の
哲
学

者
た
ち
の
友
情
観
を
紹
介
し
、
漫
画
に
登
場
す
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
例
と
し
て
用
い
な
が
ら
、
画
一
的
で
な

い
多
様
な
友
情
の
あ
り
方
を
示
す
こ
と
を
試
み
る
。

　

そ
の
一
人
ヴ
ェ
イ
ユ
は
あ
る
べ
き
友
情
を
次
の
よ

う
に
考
え
る
。
他
者
を
想
像
し
て
は
な
ら
な
い
。
想

像
で
作
り
上
げ
た
他
者
を
愛
す
る
こ
と
は
押
し
付
け

で
あ
り
執
着
を
生
む
か
ら
だ
。
私
た
ち
は
そ
の
ま
ま

の
姿
の
他
者
を
、
自
然
が
人
間
に
恵
み
を
与
え
る
よ

う
に
、
見
返
り
を
求
め
ず
愛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
哲
学
者
ら
の
友
情
観
に
触
れ
る
中
で

私
た
ち
は
、
自
ら
の
友
人
関
係
を
省
み
る
。
本
書
は

私
た
ち
が
抱
え
る
友
情
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
り
方
を

肯
定
す
る
、
あ
る
い
は
よ
り
望
ま
し
い
も
の
へ
と
作

り
変
え
る
道
し
る
べ
を
示
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
。
別

れ
と
出
会
い
が
交
錯
し
、
友
人
関
係
が
大
き
く
変
化

す
る
年
度
始
め
に
読
み
た
い
一
冊
。（�

投
稿
・
ア
ミ 

）
�

（
二
七
二
頁　

税
込
九
九
〇
円　

2
月
刊
）

　

本
書
は
そ
の
題
が
示
す
通
り
、
西
洋
の
書
物
の
歴

史
を
概
観
し
、
壮
大
な
書
誌
学
へ
の
扉
を
開
く
。
ハ

ー
ド
面
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
人
々
が
ど
う
書
物
と

向
き
合
っ
て
来
た
か
を
描
く
点
も
興
味
深
い
。
古
代

の
蠟
版
や
木
版
に
始
ま
り
、
パ
ピ
ル
ス
の
巻
子
本
か

ら
羊
皮
紙
の
冊
子
本
へ
、
写
本
か
ら
印
刷
本
へ
と
移

行
す
る
過
程
は
、
新
し
い
媒
体
が
「
既
存
の
方
法
論

や
思
考
形
態
を
変
化
さ
せ
」
る
過
程
で
も
あ
り
、
こ

れ
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
現
代
を
生
き
る
我
々
も
共

感
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

技
術
は
移
り
変
わ
れ
ど
い
つ
の
時
代
に
も
熱
狂
的

な
愛
書
家
が
存
在
し
て
お
り
、
彼
ら
の
お
か
げ
で
幸

運
な
書
物
の
い
く
つ
か
が
現
代
に
残
る
。
書
物
が
残

っ
て
い
る
と
い
う
の
は
案
外
偶
然
な
の
だ
。
だ
か
ら
、

気
が
つ
け
ば
増
え
て
い
る
家
の
蔵
書
も
、
い
つ
か
二

一
世
紀
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
な
る
日
が
来
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
想
像
す
る
と
、
本
を

所
有
す
る
こ
と
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
。

　

本
書
は
多
く
の
図
版
を
含
む
。
形
あ
る
も
の
と
し

て
の
書
物
の
存
在
感
、
そ
し
て
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ

る
。
本
を
手
に
取
り
、
そ
の
重
み
、
手
触
り
、
匂
い

を
味
わ
い
た
く
な
る
一
冊
で
あ
る
。�

（�

ひ
る
ね 

）

�

（
二
二
二
頁　

税
込
一
一
〇
〇
円　

2
月
刊
）

　

現
代
の
日
本
社
会
は
、
不
倫
―
―
既
婚
者
が
配
偶

者
以
外
と
の
性
交
渉
を
も
つ
こ
と
―
―
へ
の
関
心
に

満
ち
て
い
る
。
政
治
家
や
芸
能
人
の
不
倫
は
世
間
を

騒
が
せ
、
友
人
や
家
族
、
職
場
の
同
僚
と
い
っ
た
日

常
的
な
人
間
関
係
の
中
で
も
噂
が
聞
こ
え
て
く
る
。

身
近
な
関
心
事
で
あ
る
が
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
行

わ
れ
る
不
倫
の
実
態
は
闇
に
包
ま
れ
て
お
り
、
個
人

的
な
経
験
に
基
づ
い
た
俗
説
が
流
布
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
六
六
五
一
人
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
基
に
不
倫
を
統
計
的
に
分
析
し
、
日
本
社

会
に
お
け
る
不
倫
の
傾
向
を
体
系
的
に
検
討
す
る
こ

と
を
試
み
て
い
る
。
な
ぜ
人
は
不
倫
を
す
る
の
か
、

何
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
し
て
い
る
の
か
、
ど
こ
で
ど

の
よ
う
に
相
手
と
出
会
い
、
別
れ
る
の
か
、
誰
の
不

倫
を
誰
が
非
難
す
る
の
か
。
客
観
的
に
羅
列
さ
れ
た

数
字
か
ら
俗
説
の
真
偽
や
意
外
な
真
実
が
導
き
出
さ

れ
、
不
倫
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
。

　

統
計
デ
ー
タ
の
分
析
と
考
察
が
整
然
と
紙
面
を
埋

め
る
構
成
は
、
新
書
と
し
て
は
明
ら
か
に
異
質
だ
。

好
奇
心
と
感
情
を
掻
き
立
て
る
テ
ー
マ
だ
か
ら
こ
そ
、

実
証
分
析
の
徹
底
さ
れ
た
客
観
的
視
点
は
、
隠
さ
れ

た
日
本
社
会
の
一
面
を
暴
き
出
す
。�

（�

た
い
や
き 

）

�

（
二
二
三
頁　

税
込
九
〇
二
円　

1
月
刊
）

新書コーナー新書コーナー
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私の本棚

自
然
と
感
性
史
―
―
ア
ラ
ン
・
コ
ル
バ
ン
を
読
む

　
天
候
と
感
情

　

突
然
の
豪
雨
か
と
思
え
ば
、
す
ぐ
さ
ま
真
っ
青
な
空
に
太
陽
が
輝
く
。
夏
は

猛
暑
、
冬
は
大
雪
と
極
寒
の
ニ
ュ
ー
ス
が
巷
に
流
れ
る
。
そ
う
、
古
今
東
西
、

天
候
は
人
々
の
頭
を
悩
ま
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
そ
の
移
ろ
い

は
人
々
の
感
性
を
刺
激
す
る
。
天
候
が
与
え
る
視
覚
的
、
聴
覚
的
、
触
覚
的
刺

激
は
人
間
の
感
情
を
揺
さ
ぶ
り
、
時
に
創
作
意
欲
を
か
き
立
て
る
。「
感
性
の

歴
史
学
」
を
構
築
し
、
歴
史
学
領
域
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
ア
ラ
ン
・
コ
ル
バ

ン
。
数
々
の
名
著
を
著
し
た
彼
が
今
回
試
み
た
の
は
、「
大
気
現
象
が
生
じ
さ

せ
る
関
心
、
表
象
、
欲
望
、
快
楽
、
嫌
悪
の
あ
り
方
」
を
辿
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

快
と
不
快
、
恵
み
と
破
壊
、
憂
い
と
喜
び
、
様
々
な

二
面
性
を
湛
え
る
天
候
に
人
々
は
い
か
な
る
感
情
を

抱
い
た
の
か
。『�

雨
、
太
陽
、
風
　
天
候
に
た
い
す

る
感
性
の
歴
史 

』（
藤
原
書
店
）
に
お
い
て
彼
は
、

従
来
史
料
と
さ
れ
て
き
た
気
象
学
的
デ
ー
タ
で
は
な
く
、
文
学
や
美
術
作
品
を

考
察
対
象
と
し
て
、
天
候
に
対
す
る
人
々
の
生
き
た
声
を
掬
い
取
ろ
う
と
し
た
。

　

天
候
に
対
す
る
人
間
の
感
性
と
、
そ
れ
を
語
る
た
め
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
研
ぎ

澄
ま
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
一
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
一
例
と

し
て
、
雨
に
つ
い
て
の
言
説
を
見
て
み
よ
う
。
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
は
驚
く

べ
き
こ
と
に
、
雨
が
も
た
ら
す
嫌
悪
感
か
ら
快
感
が
生
じ
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
―
―
「
た
と
え
ば
ど
し
ゃ
降
り
で
、
苔
む
し
た
古
い
壁
に
そ
っ
て
雨
水
が
流

れ
る
の
を
目
に
し
、
雨
音
に
ま
じ
る
風
の
つ
ぶ
や
き
を
聞
く
と
き
、
私
は
悦
び

を
感
じ
る
。
こ
の
憂
い
に
満
ち
た
音
は
、
夜
の
あ
い
だ
私
を
穏
や
か
で
深
い
眠

り
へ
と
い
ざ
な
う
」。
憂
い
か
ら
生
ま
れ
る
心
地
よ
さ
。
種
々
の
気
候
が
生
み

出
す
こ
の
複
雑
な
感
性
が
文
学
に
お
い
て
表
象
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

近
代
化
が
人
々
に
も
た
ら
し
た
余
裕
と
閑
暇
の
産
物
で
は
な
か
ろ
う
か
。
天
候

が
も
た
ら
す
甘
美
さ
や
崇
高
さ
、
さ
ら
に
は
身
体
へ
の
効
能
が
周
知
さ
れ
始
め

た
の
は
、
存
外
最
近
の
こ
と
な
の
だ
。

　
草
と
感
情

　

天
候
が
二
面
性
、
あ
る
い
は
多
面
性
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
、
大
地
に
息
づ

く
草
も
ま
た
人
々
に
様
々
な
感
情
を
引
き
起
こ
し
て

き
た
。『�

草
の
み
ず
み
ず
し
さ 

』（
藤
原
書
店
）
に
お

い
て
コ
ル
バ
ン
は
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
文
学
・

絵
画
に
お
け
る
草
の
表
象
を
追
い
か
け
た
。
今
回
は

ほ
ん
の
一
例
を
紹
介
し
よ
う
。
牧
歌
詩
に
お
い
て
、
草
原
は
魂
の
休
息
を
も
た

ら
す
場
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。
他
方
、
草
の
な
か
は
時
と
し
て
人
々
の
情
欲

を
か
き
立
て
も
す
る
。
ペ
ト
ラ
ル
カ
が
繰
り
返
し
描
い
た
の
は
、
緑
の
間
か
ら

覗
く
白
い
乙
女
の
足
先
で
あ
っ
た
。
そ
の
美
し
さ
は
慎
ま
し
く
、
神
秘
的
だ
が
、

時
代
を
下
る
に
つ
れ
、
草
む
ら
で
の
恋
路
は
よ
り
赤
裸
々
に
語
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
に
向
け
て
彼
の
愛
人
は
言
う
―
―
「
わ
た
し
は
ず
っ
と
、

あ
る
夏
の
日
、
野
原
の
真
ん
中
で
丈
の
高
い
草
に
横
に
な
り
、
土
と
匂
い
と
虫

の
立
て
る
音
に
囲
ま
れ
て
抱
き
合
う
の
を
夢
に
見
て
い
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

太
陽
と
大
地
、
風
の
一
部
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
は
ず
で
す
。［
…
…
］

あ
な
た
、
わ
た
し
の
感
覚
を
わ
か
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。
わ
た
し
が
『
禁
じ
ら

れ
た
』
欲
望
の
伴
侶
で
あ
る
こ
と
を
承
知
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」。
癒
し
や
休

息
を
与
え
る
心
地
よ
い
場
所
と
し
て
の
草
の
表
象
が
、
こ
こ
で
は
、
性
の
解
放
、

内
面
の
暴
露
、
つ
ま
り
新
た
な
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
。

　

新
緑
萌
え
出
づ
る
季
節
が
や
っ
て
き
た
。
外
に
出
た
く
て
う
ず
う
ず
す
る
季

節
。
自
然
か
ら
あ
な
た
は
何
を
感
じ
と
り
ま
す
か
。�

（�

は
ら
ん 

）
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私の本棚

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ
ー
バ
ー
の
世
界

　

昨
年
十
一
月
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ
ー
バ
ー
の
最
初
の
著
書
で
あ
る
『�

価
値

論 

』
の
邦
訳
が
よ
う
や
く
出
版
さ
れ
た
。
日
本
で
は
『
負
債
論
』
と
そ
れ
か
ら

『
ブ
ル
シ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ブ
』
で
大
き
く
知
ら
れ
た
人
類
学
者
・
グ
レ
ー
バ
ー
。

最
も
影
響
を
受
け
た
人
物
は
、『
贈
与
論
』
で
有
名
な
モ
ー
ス
。
ウ
ォ
ー
ル
ス

ト
リ
ー
ト
占
拠
運
動
で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
ア
ナ
キ
ス
ト
活
動
家
で
も

あ
る
。
刺
激
的
な
著
作
を
刊
行
し
続
け
る
彼
の
根
幹
、
そ
の
理
論
的
背
景
に
は

何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

日
本
の
フ
ァ
ン
の
一
人
と
し
て
、『
価
値
論
』
の

邦
訳
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
…
…

＊

　
「
な
ん
だ
、
こ
の
本
は
!?
」
グ
レ
ー
バ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
の
原
液
、
ま
さ
に
そ
ん
な
感
じ
。
読
み
進
め
る

う
ち
あ
っ
ち
か
ら
こ
っ
ち
へ
―
―
西
洋
の
哲
学
的
伝

統
か
ら
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
儀
礼
へ
、
詳
細
な
文
化
人

類
学
的
記
述
か
ら
価
値
の
抽
象
理
論
へ
と
―
―
話
題
が
入
れ
替
わ
り
、
繋
が
り
、

グ
レ
ー
バ
ー
の
世
界
へ
と
誘
わ
れ
て
い
く
。『
ブ
ル
シ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ブ
』
は
現

代
的
で
あ
っ
た
し
、『
負
債
論
』
は
ま
だ
し
も
図
式
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
こ
れ
は
な
か
な
か
に
骨
が
折
れ
る
。

　

い
や
、
し
か
し
。
そ
も
そ
も
「
価
値
の
総
合
理
論
」
―
―
す
な
わ
ち
経
済
的

価
値
、
社
会
的
価
値
、
さ
ら
に
記
号
的
価
値
（
意
味
）
と
い
う
三
つ
の
価
値
の

間
の
根
本
的
関
係
な
る
も
の
を
真
剣
に
提
示
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
、
こ
れ
ま

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？　

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
マ
ル
ク
ス
以
後
の
思

想
潮
流
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
さ
ら
に
文
化
人
類
学
の
知
見
を
加
え
て
自
ら
理
論
を

作
り
出
そ
う
と
し
た
こ
と
が
？　

意
欲
的
か
つ
魅
惑
的
な
試
み
の
前
で
は
、
難

解
さ
や
多
少
の
舌
足
ら
ず
さ
は
む
し
ろ
理
論
的
広
が
り
の
可
能
性
で
あ
る
。
是

非
と
も
若
き
グ
レ
ー
バ
ー
の
縦
横
無
尽
な
思
考
に
食
ら
い
つ
い
て
み
て
ほ
し
い
。

＊

　

そ
れ
で
も
い
き
な
り
『
価
値
論
』
に
は
手
が
出
な
い
、
と
い
う
読
者
の
た
め

に
、
比
較
的
読
み
や
す
い
で
あ
ろ
う
他
の
著
書
を
二
冊
紹
介
し
よ
う
。
一
冊
目

は
『�

民
主
主
義
の
非
西
洋
起
源
に
つ
い
て 

』。
グ
レ

ー
バ
ー
は
「
民
主
主
義
は
ギ
リ
シ
ア
に
始
ま
る
西
洋

国
家
の
伝
統
で
あ
る
」
と
い
う
固
定
観
念
を
否
定
し
、

民
主
主
義
は
む
し
ろ
国
家
と
国
家
の
「
あ
い
だ
」
に

生
き
る
人
々
の
社
会
的
実
践
の
内
に
あ
る
と
主
張
す
る
。「
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
民

主
主
義
は
お
お
む
ね
同
じ
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
グ
レ
ー
バ
ー
の
考
え
だ
。

　

続
い
て
二
冊
目
は
『�

官
僚
制
の
ユ
ー
ト
ピ
ア 

』
を
勧
め
た
い
。
母
親
の
介
護

に
関
わ
る
書
類
作
成
に
心
底
う
ん
ざ
り
し
た
経
験
を

き
っ
か
け
に
、
グ
レ
ー
バ
ー
の
思
考
は
官
僚
制
の
起

源
へ
と
遡
る
…
…
。
な
ぜ
「
規
制
緩
和
」
は
往
々
に

し
て
官
僚
的
ペ
ー
パ
ー
ワ
ー
ク
を
増
殖
さ
せ
る
の

か
？　

な
ぜ
情
報
技
術
の
進
展
は
目
覚
ま
し
い
の
に
、「
空
飛
ぶ
車
」
は
未
だ

に
発
明
さ
れ
な
い
の
か
？　

左
派
も
右
派
も
こ
ぞ
っ
て
官
僚
制
を
批
判
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
私
た
ち
は
結
局
の
と
こ
ろ
官
僚
制
を
愛
し
て
い
る
の

か
？　

エ
ッ
セ
ー
特
有
の
自
由
な
筆
致
と
豊
か
な
連
想
が
川
の
よ
う
に
流
れ
出

し
、
私
た
ち
の
生
活
の
内
に
実
に
多
く
の
興
味
深
い
見
方
と
疑
問
を
提
示
す
る
。

＊

　

グ
レ
ー
バ
ー
は
二
〇
二
〇
年
に
五
九
歳
の
若
さ
で
急
逝
し
た
。
そ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
未
完
で
あ
る
。
グ
レ
ー
バ
ー
に
魅
入
ら
れ
そ
の
仕
事
を
引
き
継
ぐ
の

は
、
こ
れ
を
読
ん
だ
貴
方
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

り
っ
ち
〜 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
ち
ょ
う
ど
、
自
分
と
は
異
な
る
人
生
に
触
れ
ら
れ

る
本
が
読
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
特
集
の
テ

ー
マ
が
「
自
伝
・
評
伝
」
で
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

�

（�

教
育
学
部
・
さ
ん
ど 

）

―
―
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
こ
ち
ら
も
嬉
し
い
で
す
！　

ま
る
で
小
説
の
よ
う
に
奇
想
天
外
な
も
の
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
実
際
に
現
実
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
と

い
う
の
が
自
伝
や
評
伝
の
大
き
な
魅
力
だ
と
感
じ
ま

す
。
自
分
の
人
生
も
、
他
の
人
や
未
来
の
人
の
目
に

は
奇
妙
な
物
語
の
よ
う
に
映
っ
た
り
す
る
の
で
し
ょ

う
か
、
な
ん
て
想
像
し
て
み
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

○
絵
本
特
集
と
か
？　

ど
う
？　

ひ
さ
し
ぶ
り
に

『
百
万
回
生
き
た
猫
』
を
読
み
ま
し
た
。
絵
本
っ
て

大
人
に
な
っ
て
か
ら
読
む
感
動
、
年
歳
を
う
ん
と
重

ね
て
読
み
、
ま
た
都
度
感
動
で
き
ま
す
ね
…
…
。
編

集
部
の
皆
さ
ん
の
お
す
す
め
絵
本
を
知
り
た
い
で
す

♡�

（�

い
い
み
ょ
ん 

）

―
―
絵
本
、
私
も
大
好
き
で
す
！　

絵
と
文
章
両
方

で
語
ら
れ
る
物
語
の
世
界
、
大
人
に
な
っ
て
も
ず
っ

と
楽
し
め
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
生
に
な
っ

て
か
ら
読
ん
だ
シ
ョ
ー
ン
・
タ
ン
さ
ん
の
作
品
は
、

不
思
議
な
物
語
の
中
に
人
生
哲
学
が
詰
ま
っ
て
い
て
、

本
を
開
く
度
じ
っ
く
り
物
語
の
意
味
や
自
分
の
人
生

に
つ
い
て
考
え
た
く
な
り
ま
す
。�

（�

黄
丹 

）

　この 5 月から綴葉の編集委員となりました
浅煎りです。皐月――さつき――という語の
さっぱりとした音の響き、漢字の爽やかな佇
まい、そしてひらがなの丸みを帯びた柔らか
さが、初夏へ勢いよく駆け出したい気持ちと
春への名残惜しさにぴったりですね。私は 5
月になると不思議とうきうきしてしまいます。
　それでは、今月号でも取り上げた穂村弘の
処女作『シンジケート』からご挨拶に代えて。
　シャボン玉で作った豹は震えながら
� 輝きながら五月の森へ
それではどうぞ、よろしくお願い致します。
� （�浅煎り ）
　同じく新しく編集委員となりましたひるね
です。ひるねというのは実は私のねこの名前
で、本を読んでいるときも原稿を書いている
今この瞬間も膝の上を陣取り、人間とともに
日々文字を見つめて暮らしています。
　そんな文字にまつわる一文で「私たち人間
は、ごはんと物語を食べて成長する」という
ものがあります。辻村深月『凍りのくじら』
の文庫版解説から瀬名秀明による言葉です。
文字からなる物語をたくさん摂取して豊かに
生きていきたいものです。
　こんな一人と一匹のひるねをこれからどう
ぞよろしくお願いいたします。� （�ひるね ）

当てよう！図書カード編集後記
　鴨川沿いを歩いていると新緑の眩しさと初
夏の香りを感じます。そろそろアイスコーヒ
ーが飲みたくなる気温ですが、華やかな香り
と甘酸っぱさを感じられる「浅煎り」はアイ
スで飲むのがお勧めです。ところで、コーヒ
ーの発祥の国はどこでしょうか？
　1．カンボジア　　2．モロッコ
　3．エチオピア　　4．サウジアラビア
� （�浅煎り ）

《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記 QR コードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5 名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 6 月 15 日です。

《1・2月号の解答》 1・2 月号の問題の正解
は、4．の白峯神宮でした。白峯神宮には

「まり」の守護神として「精大明神」が祀ら
れており、4 月 14 日の淳仁天皇祭では「蹴
鞠」が奉納されます。図書カードの当選者は、
さんどさん、みかりんさん、焼き鳥さん、ハ
ードラーさん、Born�to�be�free さんの 5 名で
す。当選おめでとうございます。� （�黄丹 ）




